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シ
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忽
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.

届
出
を
し
芯
い
と
国
民
年
金

の
第
3
号
彼
保
険
者
に
怒
っ
た

こ
と
に
除
怒
り
ぎ
ぜ
ん
・
届
出

び
あ
っ
た
月
か
↓b
2
年
ま
で
し

ひ
逆
の
ぼ
り
で
き
忽
い
た
め

届
出
が
遅
れ
た
り

し
な
か
っ

た
り
す
る
と
年
金
を
受
げ
取
る

た
め
の
資
絡
を
潟
た
ぜ
竹
ゆ
か
っ

た
り
年
金
額
が
少
忽
く
忽
っ

て
し
ま
う
と
と
に
忽
り
ま
す
の

で
注
碕
思
し
て
く
だ
さ
い
・

$
婁
が
会
役
員
で
夫
が
彼
授
賞

者
の
場
合
は
夫
が
第
3
号
績

偲
丘
陵
者
回ιと
ん
口
ゆ

hν
事
ふ
オ
ヨ
@



千630-8580ニ集大路繭丁目，-，・"知5ゼ市缶伊野ft34-1111側

次代を担う子どもたち育てよう

夏休みは 苓節釣令解肱惑から 子どもたらの気が緩

み泊町~り付. とかuどもたちの刊 IJ ， );;Aの

日に"ハラJ ラ ドキド与 の進後?す.姐織のみ4
4きんの厳し〈轟かい鬼守"のUと気〈ばりをよろし〈お
願いします.

同れい含わ蛍】少年指.，ヒシタ

だれにでも Tされ色がかげよう 賓のひと声"

rMl， r，よ勺とあの進ぴ気lなるf.lJr ~ちつ もろこ
んな時間f!! J気づいたときには 『どヲしたの。J， 
.のひと声闘をかけま"ぅ.

(D33-1282)へ'ζれでいいか琢ヲ"子どもたちの身の回り

「この趣ぴ場 らよ勺と気になるなH事が茂勺て外か
ら見えにくいねん，どもたらめ身の嗣り，処進L 芦を

州 .，、 できるこ"ら和相愛しけ .

. 人ひとりの力"は小さいけれど
日ごろから声をかけあも 地総のネヲトワーク作りに

努めま"今 E 少年目白.泊議会が行つで‘る泊.ゃ.祭

"の衝頗指4・や 将発運動に箇jリしましιう.ーー人ひk
りの力 が 子どもたらめ・..かな臨長hつながります.

情積回 圃ー人のもの伽らみん，.のものに
不審，酬などの備恥蜘 ，，，晴)令制吋

年指噂委員 防犯条民1:it婚し 情観をみんなのものと
して酬の安全I:MlIつげましd ，

健
康超
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す
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あ
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だ
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療
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を
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札
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長震のコーナー 。慰霊目ーに叩-TEll--3Q n34寸 11 1) 
奈良審制(土問一 )-28 "34-111)) 
叩帽問一 向 lQ-5 削 3-7 8 7幻

結綴住民検 E参
..嘆のネ期債を処をめ，寸t，j;<'JffKIl':H
，の，.で叫'"側同事象する

病気でま fC';':令"'Jr.:(IJ:ってhまぜん(

自分の又的 Zたみん4なの又めiニ令』 目E

eり脚叫す雪吋'"叫品崎
の遜〈までレ〆トゲシ4・M返附Lますので

."箇し (t，~ぃ
，.・ 一，jilJlLの人<<，ぺ，. 高校専
姐輔 可解..で受a・1"../.，IJ障" ・絹
傘 "''' ・聞U筒b.重…巾.針術性高

へ

ツ吋凶リ:A窃来瞳 8CG祭甥

"純子防のため yぺ""'." !<..c-鮎
をし 2 日後に陵慢のと ~liBCG繕砲を

千円ます

，.・…バル少，<ン間叩時3刊

以上・8か月1，"'"(-で ，機管児と前"'
例受けて陪恨の，

<!I!1;;fU:"守)，i; 1 ~_!:川"Q~切?
iれれん}をお』した f 【眼健怜~怜け

叫んと醐刊岬filJ..:哨"では

傘、 11:ヰド"す 恥Lん!IIしか<， .風し
んおだw ぜみ利引ぞ).， ~筋樋

後を受?で ~'''II" 湿 岡 そめ・の，防4・

纏金受?てから 1週開た。てい色町(-， B 

.肝炎 11 E: 'Jクイ":d)彼偽金受'11"( 

"闘2ζf後1週圃.けて〈どさι 4・毎

"・tしんおたふ〈付み刊刊
号 Jン埼印口艇の鋤畑出。でか

ら...取ってL会 F ま崎..'"どの
だれかがc<の鋼気tかか。で.，...合

，ぞれぞれの創叩削叫管内

旬ます ，克也奮しんが'"ヲてか'"温
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